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北極圏航空機観測AAMP98を終えて
塩 原 匡 貴
北極 圏 は人為起 源 の微量 気体 やエ ア ロゾルが収
束する場所 で ある と同時 に,気 候 変化 の影響 が最
も顕 著 に現 れ る場 所 で もあ る.そ の ため,そ れ ら
の 大気微111:成分の 観測 を通 して北 極 圏 大気 中の輸
送 過程や 成層 圏 ・対 流{巻1・海洋 間の物 質 交換 ・変
質過程 を調べ る こ とは,地 球 規模変動 の メカニ ズ
ム を理解 す る上 で極 め て重 要 であ る.北 極 圏環 境
研 究 セ ン ター(以 ド北 極 セ ンター とす る)では平 成
7年度 よ り 「北 極 圏環境 観 測 国際 共11fl研究」 を実
施 して い る.そ の主 要研 究 テ ー マの1つ で あ る
i北極 にお け る地球 規 模大 気 変動 一その 立体構 造
の把握」 のため,航 空機 を用い た北極 圏人気観 測
AI℃tic　Airborne　Measurement　Program　'98
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写 真2　 AAMP98の参加者 〔ロ ングイヤ ー空iEにて)前 列 右か ら.
雌馬(北 大 ・理),山形(北 大 ・工),北原(操 縦士),渡辺(名 大).後列
右 から.上根(整 備 士),菅原(宮 教大)、森本(極 地研).摂山(操 縦 上).
藤井(極 地研),猪股(名 大)、筆者撮 影
(AAMP98)を実施することになった.　AAMPの
研究課題は次の とお りである.
1)各種微li[:気体の空間分布 と変動 の解明
2)北極圏エアロゾルの長距離輸送 と変質過程
の解明
3)対流圏エアロゾルの空間分布 とその放射効
果の解明
4)擾乱の構造 と微物理過程の解明
極域の成層圏 ・対流圏の物質循環では,極 渦の
存在が 重要な役割 を果た している.そ こで本計画
では,極域 の物質輸送 ・交換 ・化学過程 における
極渦の役割に焦点 を当て,極 渦の崩壊の時期にあ
たる3JJ前半 に航空機 による広域観測 を実施 す
るこ とに した(図1).ア ラスカか ら北極点 を越
えて大西洋 にいたる航空機観測は日本の計画 とし
■
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図1:AAMP98の 飛行経 路
ては もちろ ん最初 で あ るが,世 界的 に もあ ま り例
が な く,こ こで得 られ る観測 デー タ は極 めて貴 重
で あ る.
使 用 した航 空 機 は ダイ ヤ モ ン ドエ アサ ー ビス
(株〉が 所 有 す る ガル フ ス トリームll型双発 ジ ェ
ッ ト機 で,国 内 で計画 中の種 々の大気 観測 に対応
で きる よ う改修 され た観測専 用 機で あ る.今 回の
観測 には北 大 ・理,北 大 ・工,東 北大 ・理,宮 城
教 育大,名 大 ・太陽研,国 立環境 研,極 地研 が参
加 し,各 グルー プが用 意 した気 体,エ ア ロゾル及
び雲粒 子 の各種測 定機 器 及びサ ンプ リング機 器 を
搭 載 した(図2,写 真1).搭 載 機 器 の総 重 量 は
450kg.航空機 にはパ イ ロ ッ ト2名,整 備士1名,
観 測員5名 が 搭乗 した.
我 々 を乗せ た ガル フス トリー ム機 は3月6日 に
名古 屋 を出発 し,ペ トロパ ブ ロ フス クで給油 後 ア
ン カ レ ッジ に到着.翌 日 よ り北極 上空 の長距 離観
図2:搭 載機器の配 置
測 飛行 に入 り,パ ローで給油 後,北 極 点上 空 を通
過 し,3月7日 ロ ン グイヤ ビー ンに到 着 した(写
真2).こ のパ ロ ー=ロ ング イヤ ビー ン間 の飛 行
が 今 回の行程 で は最 も長 く3,500km,4時間40分
の ノ ンス トップ ・フライ トだ った.ロ ングイヤ ビ
ー ンにはAAMP98の 計 画責 任 者 で あ る藤 井 理 行
北 極 セ ン ター 長 が 名大 太陽 研 の学 生2名 と共 に
先 に現地 入 り して,ノ ル ウェー極 地研 究所 の宿 泊
所 に現 地 連絡 本 部 を置 い た.連 絡 本 部 には電話,
フ ァクス,イ ンター ネ ッ トの使 えるパ ソコンを用
意 し,情 報収集 や デー タ整 理,打 ち合 わせ の場 と
して利用 した.ロ ングイヤ ビー ンをベ ース に,ス
ピッツベ ルゲ ン島近 海上空 におい て鉛 直 プ ロフ ァ
イル観測 飛行 を計3フ ラ イ ト行 っ た.こ の間,ロ
ングイや 空港 の格 納 庫 をAAMPの ため に使 用 さ
せ て いた だ き,観 測準 備 や試料交 換 な どの作 業 を
快適 に行 うこ とがで きた.　ARTIST　(ArcticRadi-
ation　a d　TUrbulence　Interaction　Study)　計 画実
施 の ため に ロ ングイヤ ビー ンに滞 在 中の ドイ ツ ・
アル フレ ッ ドウェゲ ナー極 地海洋研 究所 のグル ー
プ と予定 してい た同 時飛 行 観測 は天候 に よ り実現
しなか ったが,彼 らの ドルニエ機 を見学 し,研 究
上 の 意見 交換 を行 った.3月12日 にロ ング イヤ
ビー ンを離 れ,北 極 点 を通 過す る同 じル ー トを引
き返 して,3月14日 に名古屋 に帰 着 し,　AAMP98
は無 事終 了 した.
この間,微 量 気体や エア ロゾル,雲 粒 子の計測 ,
サ ンプ リングが 行わ れ,20近 い搭 載機器 はほぼ順
調 に動作 しデー タを取得 す る こ とがで きた.北 極
海 を横 断す る長距離 飛行 で は,下 部 成層 圏で のオ
ゾ ン濃 度 とCO2濃度 の変動 に は明 瞭 な逆相 関が見
られ,成 層圏 一対流 圏の 交換 や極 渦内外 の交換 な
ど極域大 気の循 環過 程 を反映 して いる もの と思 わ
れた.一 方,メ タンとN20の濃度 につ いては明瞭
な正 の相関が見 られ たの も興 味深い結果で ある.北
極域 の対流圏エ アロゾル,いわゆる北極 ヘ イズにつ
いて は,か な り広い 範囲 で存 在 し,し か も光 学的
に も予想 以上 に厚い とい う印象 を持 った.ス バー
ルバ ル上空及 び アラス カ上 空 の鉛 直 プ ロフ ァイル
観 測 か ら,北 極 ヘ イズ は多層 構造 を示 し,圏 界面
付 近 まで達す る こ とがあ る こ ともわかっ た.こ れ
らのヘ イズ層 は下層 の層雲 や上層 の氷雲 の生 成 と
深 く関わ って い る様子 も見 られた.ま た,ニ ー オ
ルス ンでは航空機 観測 期 間 に合 わせ て地 上観測 が
計 画 され,極 地 研 ・大 阪 教 育 大 ・東北 大 に よる
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雲 ・降水 ・微量気体観測や名大太陽研 ・福岡大 に
よるライダー観測 ・エアロゾルゾンデ観測等が実
施 された.現 在,そ れぞれの担 当機関が試料分析
や デ ー タ解 析 を進 め て お り,関 連 学 会等 で
AAMP98の成果が公表され始めた.北極域の物質
循環や微量気体 ・エアロゾル ・雲の相互作用 に関
する新 しい知見が見出されることを期待 したい.
北極研究 の5カ 年計画であ る 「北極 圏環境 観
測」では当初,無 人航空機による大気観測が計画
されていた.し かし,無 人航空機は米国ではだい
ぶ実用化が進んでいるものの,ま だ一般の利用ま
でには至 らないのが現状である.そ のような状況
の中で,5カ 年計画の3年 目にあたる平成9年 度
の現実的な選択 として有人航空機の利用が当時北
極センター長であった渡邉興亜研究主幹か ら提案● された.北 極での新 しい試みが一方ではこれか ら
の南極観測 を変 えてい く原動力 にもなるという渡
邉主幹 の言葉 もAAMP実 施 に踏み切 るきっかけ
となった.そ して,い ざ具体的 に計画を立て始め
たときに,北 極セ ンターを始め所内外の関係者の
理解 と多 くの大学からの参加が得 られたこ とは大
変心強かった.筆 者は気象研究所在職中に航空機
を用いた雲 と放射の観測研究に携わっていたこと
もあ り,現在 どういう航空機が大気観測用 として
利用可能であ り,ど ういうグループが航空機観測
の技術や実績 を持っているか概ね把握 していたつ
もりだったので,参 加 グループの顔ぶれか ら必ず
成功す ると確信 した.た だ,実 は皆 ジェ ット機で
の観測の経 験 はな く,巡 航速 度800km/h,巡航
● 高度12kmとい う極めて高速,高 議 の飛a子で果
た して観測 や試料 採集 が可能 で あ ろ うか.こ の こ
とにつ い て筆 者 はや や 楽 観 的 過 ぎた か も しれ な
い.そ の点,こ の問題 を最終 的 に ク リア した参加
者 の努 力 と実力 には敬 服の至 りであ る.ま た,本
計 画 と前後 してNASDAに よ る大 気 化学 観 測 計
画　BIBLE　(　Biomass　Burning　and　Lightning
Experiment)　が進 行 中 で,試 料採 取 部 分 の設 計
はBIBLEを 参 考 に させ てい ただ き,準 備 期 間 を
短縮 で きた こ ともAAMP成 功 の 一 因であ った.
さて,極 域 での広域 大気 観測 に とって航 空機 観
測 は今 後 さ らに発展 させ るべ き有効 な研 究 手段 で
あ り,　AAMP98はそ の第 一 歩 で あ る,と い うの
が 気 水 圏 大 気 グ ル ー プ の 共 通 認 識 で あ る.
AAMP98とい うネ ー ミング に はそ うい う期 待 が
込 め られてい る.今 回の成果 を もとに,次 回 は も
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う少 し目標 を明確 に絞 り込んだ観測を行 うべ きか
もしれない.ま た,北 極研究は場所柄国際共同な
しにはあ り得ない.今 回の計画について もノルウ
ェー,ド イツ,米 国等の多 くの北極研 究者が関心
を示 したが,残 念なが らAAMP98は国際共同研
究 としては十分ではなかった.次 の計画では真の
国際共同研究になることを期待 したい.
AAMP98を実施す るにあた り,ダ イヤモ ン ド
エアサー ビス(株)に は機器搭載 に関する諸準備
のみならず現地空港の事前調査 や各国航空局 との
調整 など運航全般 にわた りご尽力いただいた.ま
た,運 輸省航空局,米 連邦航空局,ノ ルウェー航
空局,並 びに在 ノルウェー日本国大使館 には格別
のご配慮 をいただき,こ の国際飛行が可能 となっ
た.太 田昌秀 ・ノルウェー極地研教授 には計画段
階より多 くの助言を賜 り,ロ ングイヤ ビー ンの現
地連絡本部の設置に際 しては ノルウェー極地研究
所の協力 を得ることがで きた.こ の場 を借 りて御
礼 申 し上げたい.
(筆者:国立極地研究所南極圏環境モニタリング研究
センター助教授)
第23回南極陽石 シンポジウム
第23回 南 極 阻石 シ ンポ ジウム は6月10日 か ら
12日の3日 間 にわ た っ て 開催 され た.海 外 か ら
の15名 の参 加 者(う ち2名 は招 待 者)を 含 め,約
120名の参加 が あ っ た.海外 か らの参加 者 は,ア メ
リカ か ら9名,ハ ン ガ リー か ら3名,ド イ ツか ら2
名,ス イ ス か ら1名 で あ っ た.発 表 は,口 頭 が59
件,ポ ス ターが3件,要 旨のみが6件 で あ った.
講 演 内容 と しては,始 源明石 で あ る コン ドライ
ト限石33件,分 化 した限 石 で あ るエ コ ン ドライ
トや鉄 隅 石15件,原 始太 陽 系 の 凝縮 ・蒸 発 挙動
実験3件,阻 石 の持 つ磁 気3件,反 射 スペ ク トル
2件,プ レソー ラー粒 子 や 同位 体3件,宇 宙 塵5
件,そ の他4件 で あ った.
話 題 と して は,ミ ニ コ ンソーチ ィアム研究 と し
て行 われ た近 年新 し く分 類 され たル ムルチ 除石 の
研 究発 表 お よび ドー ム基 地 回収 の南 極 宇宙塵 の調
査 結果 な どが あげ られ る.ま た,2次 イ オ ン質量
分析 計 を用 い た研 究発 表が増 加 した こと も新 しい
動 きであ つ た(6件).
招待 者 は,カ リフ ォルニア工科 大 の ワ ッサ バー
グ博士 お よび アー カ ンソー大 学 の シ アーズ博 士で
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あ った.そ れ ぞ れ1時 間の招 待 講演 が 行 わ れ た.
特 に ワ ッサバ ー グ博 士 の講 演時 に は,100名を超
す 聴衆 が集 ま り講 堂 は一杯 となった.ワ ッサバ ー
グ博 士 は,限 石 に含 まれ る短 寿 命の放 射性元 素の
26Alなどの消 滅核 種 の存在 した証拠 か ら太 陽系 の
形 成や・形成 前の歴 史 につい て話 され た.シ アーズ
博 士 は,コ ン ドラ イ ト除石 を特 徴 づ ける球粒 粒子
で あ る コ ン ドリュー ルの起源 につい て新 しい説 を
発 表 され た.こ の 説 は,コ ン ドリュ ールが これ ま
で 考 え られ て きた よ うな原始 太陽 系 で形 成 された
とする もので な く,天 体上 でで きた とす る もので,
た いへ ん興味 が もたれ た.ま た,も う・つ の特別
講演 と して,　NASAジ ョンソ ンスペ ー スセ ン ター
の ゾ レンスキー博 士 が ア メ リカで実 施 され てい る
飛 行機 に よる成層 圏で採 集 され る宇 宙塵 につ い て
そ の採 集法 とキュ レー シ ョンについ て講演 された.
今 回 の シ ンポ ジ ウム も英 語 での発 表 が定着 した
た め,修 士 課 程 の 学 生 に よる2講 演 を除 い て全
員 が英語 での発 表 であ った.
第22回極域における電離圏磁気圏
総合観測シンポジウム
平 成10年7月30・31日 に標 記 シ ンポ ジ ウム
が極 地研 講堂 にお い て 開催 され た.例 年11月 に
開催 されて いた 同 シ ンポ ジウ ムは,昨 年 よ リ7月
開催 に変更 され た,7月 開催 は今 回で2度 目であ
り,今 後 もこの 時期 に定 着 して い く と思 われ る.
今 回は 申 し込み締 め切 り日が学 会 開催 時期 に重 な
っ たため,締 め切 り日を予 定 よ り一週 間延 長 す る
措 置 を取 っ た.今 年 の7月 は,た また まSuper
DARN,　WPGM,　COSPER等 国 内 外 の 会 議 ・ワ
.一クシ ョップが集 中 した時 期で あ ったが
,申 し込
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み件 数 は63(外国 人2人)件 にの ぼ った.発 表 は,
磁 気 圏,電 離 圏,熱 圏 ・中 間 圏,そ の 他(大 気
球 ・等,　HFレ ー ダーの 口頭発 表,ポ ス ター セ ッ
シ ョンに区分 され て行わ れた,昨 年 同様 夏休 み前
の時 期で あ った ため,学 生の聴 講 も多か っ た.
近 年超 高 層 ・中層大 気 の研 究 分野 で は,従 来 の
観測 手段 をよ り精 密化,広 域 化 させ た観 測手段 が
進展 を遂 げて きてい る.精 密 化 の例 と しては高感
度で かつ定量 的 な光学 観測技 術 や レーザ ー レー ダ
観測 技術 の進展 などが挙 げ られ る.ま た広域 化 の
代 表 的例 と しては コ ンピュー ター及 び ネ ッ トワー
ク技 術 に支 え られた,地 磁気 ・光学 観測 網や レー
ダー観測 網 の発展,が 挙 げ られ る.こ こ数年 この
ようなデ ー タが 国内 の研 究機 関 か ら出始 めて きて
濃認 ㌫講二話芸霧㌫:㌶憺 ●
た,衛 星 観測,理 論 ・シ ミュ レーシ ョン,極 域 気
球実 験 な ど,極 球超 高層 ・中層大 気観 測 に関 わ る
多岐 に渡 る発 表が 行 われ た.ま た,自 然 電磁 現 象
を利 用 した境 界領域 的 な研 究 発表 も行 わ れた.ポ
ス ターセ ッシ ョンでは理論研 究 ・デー タ解析 を始
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めとする理学的な結果発表や,地 上観測で使用 さ
れる機器開発 に関す る研究 発表 が行 われた.理
論 ・デー タ解析のポス ター前では十分時間 をかけ
た討論が,ま た観測技術 に関するポスター前では,
学会 とは一味違った具体的な情報交換 が行われて
いた.
最後 になったが,今 回のシンポジウム開催 にあ
たって多 くの方々にご協力頂 いた.こ こに感謝い
た します.
第40次南極地域観測隊員決まる
今秋11月14日に出発 する第40次南極 地域観
測隊員60名(越 冬隊40名,夏 隊20名)の うち,
すで に決定 している隊長,副 隊長を除 く隊員47
名が,6月17日 に開催 され た南極地域観測統合
推進本部総会 で決定され,同 日発表された.残11
名及 び外 国基地派遣者3名 につ いては,現 在選
考中である.
第40次隊 は,定 常観 測 を継続 して行 うほか,
昭和基地を中心に宙空系,気 水圏系,地 学系,生
物 ・医学系の プロジェク ト及びモニタリングの研
究観測 を行 う.
また,地 学系の東南極 リソスフェアの構造と進
化の研究 として,夏 期間に西エンダービラン ド一
帯 においてヘ リコプ ター2機 を用い地質地形調
査 を行 う.
さらに,設 営面では 「昭和 基地整備計画」に基
づ き,倉庫棟,汚 水処理棟 間の通路建設,環 境整
備の一環 として不要建物の撤去と大型廃棄物の持
ち帰 りな どを予定 している.
「講演と映画の会」を開催
南極地域観測事業の意義 と成 果を普及す るた
め,7月10日 に沖縄県宮古 島の平良市マ ティダ
市民劇場 において,南極 観測の「講演 と映画の会」
が開催 された.当 日は市 内の小 中学生約1,100人
が会場 に集まった.会 場 ロビーには初期から現在
までの南極観 測の移 り変わ りを紹介 したパネルや
直 に触れ ることが できる南極の氷が展示 された.
また,会 場内では講演開始までの間,南 極観測
のホームページが放映され,映 し出 されたさまざ
まな映像 に歓声が沸 き上がった.
講演は 「南極の 自然 と観 測隊」 と題 し,第36
次隊で越冬隊長 をつ とめた宮古島地方気象台長の
召 田成美氏が,ス ライ ドを交えなが ら,南 極の生
き物 や観測隊の仕事,基 地での生活等 を分か りや
す く紹介 した.
講演 に先だって地元の小 ・中学生の代表 と昭和
基 地の澁谷第39次越冬 隊長及び沖縄県出身の大
城隊員 との電話交信が行われ,日 本 との生活の違
い,当日の基地の気温,オーロラを見 た感想,観測
隊員の近況な どの会話に会場全員が耳 を傾 けた.
講演 の最後 に記録映画 「南極観測1997」が上
映 され,南 極観測 の意義 と成果の普及を目的 とし
た講演会 は好評 を博 し終了 した.
第40次南極地域観測隊の
夏期総合訓練を実施
国立極 地研 究所 は,6月22日か ら26日の5日
間にわた り,長野県の文部省菅平高原体育研 究場
において第40次南極 地域観測隊夏期総合訓練 を
実施 した.
この訓練 は,南 極での観測活動に必要 な国内外
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体育研究場をパックに記念写真
の情報提供,安 全対策 としての初期消火訓練,応
急救護訓練及び環境保護 に関す る講義や実習 を行
うとともに,観 測 ・設営計画等 について検討 し,
出発 までの準備作業を円滑 に行 うことをEl的とし
て実施 されたもので,隊 員,講 師及び関係者 ら86
名の参加 を得た.
また,こ のように隊員が一堂 に会する機 会は出
発 までに数少ないため,こ の機会を利用 して,チ
ームワーク作 りや各担当分野に分かれての分科会
などが夜遅 くまで行 われたほか,最 終 プログラム
の体育では標高2,207mの根子岳登山に挑戦 した.
第40次隊 は,こ の訓練の後,国 立極 地研究所
を中心 に,11月14日の出発 に向 け本格的な準備
に入る.
巡回展 「ふしぎ大陸南極展」開催
変遷な どを展示す ることにより,青少年をは じめ
とする多 くの人々が南極の特色や重要性及び地球
環境問題へ の理解 を深めることを目的 として開催
された ものである.
この特別展は,大 きなil舌題 をよび,首 都圏を中
心 として多数(約30万 人)の 観覧者 を得た.と
同時に地方で も開催 してほ しいとの要望が数多 く
寄せ られた.
それ らの要望 に応えるため,本 年度 から3年 間
に亘 って全国の科学館等で開催することになった.
なお,本 年度の開催については,.ド記 のとお りで
ある.
記
福岡県青少年科学館(久 留米市)
。崎県端 水産研修所 。1㍑[ト8月3°日 ●
9月6日 ～10月11日
防府 市 青少 年科 学館(山U県)
10jJ22「|～11月29日
神戸 市 青少 年科 学館(兵 庫 県)
3Jj7日～4月6日
平成10年7月31日付 け人事異動
伊藤 房
退 職
(事業部長)
平成10年8月1日 付 け人事異動
平成9年 度の国立科学博物館 での,我 が国の
南極観測40周年を記念 して開催 された特別展 「ふ
しぎ大陸南極展」は,南 極観測事業の歴史や最新
の観測 ・研 究成果,南 極 の自然 はじめ地球環境の
転 入
石井 利和 事業部長
(文部省学術国際局学術調査官)
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6月上 旬 に襲来 したA級 ブ リザ ー ドに よ り,電
離 層 関連 の ア ンテナが 倒壊 す るな ど被 害 が 出た.
月前 半 はそ の復旧作 業や ミッ ドウ ィ ンター祭 の準
備 に追 わ れ た.ミ ッ ドウ ィ ン ター祭 は,19日 の
前夜 祭 に始 ま り本祭 は20日 か ら22日 にか け行 わ
れ,い ろい ろな グル ープの 自主企画 で プ ログ ラム
は ほぼ埋 め尽 くされ 盛大 に行 われ た他13カ 国18
の基 地 との メ ッセー ジ交 換 を行 った.
後 半 は,西 オ ングルテ レメー タ装 置の 点検 や野
外活 動 の準備 を開始 し,淡 々 と した基地 生活 の な
か に も7月 の野 外活 動 へ むけ ての テ ン ポが 生 ま
れて きて い る.
また,基 地観 測 で は,液 体 ヘ リ ウム 充填作 業,
電離 層垂 直 観測 ア ンテナ送信 エ レメン トの張 り替
え工 事 等行 った.
生 活 では,定 期健 康診 断 や,レ ス キュー総合 訓
練等 を行 っ た.
7月 に 入 り気 温 が 一20℃ 以 下 に な る 日が 多 く
な った.海 氷 の厚 み も50cm以上 に な り,と っつ
きル ー トの 調査,重 力測 定,　GPS観測 等 野外 活
動 を開始 した.
14日には 太陽 が1カ 月 半ぶ りに顔 を出 し基 地
内 も活 発 に なっ て きた.
15日に は,内 陸 旅 行 の基 点 とな っ て い るS16
へ権 回収 隊14名 が 出発 した.ほ と ん どの擢 は雪
に埋 ま りそ の掘 り出 しに時 間 を要 した.ま た,帰
路 の ホ ワイ トア ウ ト模 様で の行動 や,と っつ き岬
裸氷 帯斜 面 の行 動等 は初め ての経験 とな り,南 極
の厳 しさを実 感 した4泊5日 であ っ た.
除雪等 の基 地作 業 や沿岸 観測 も活発 にな り,海
氷 ルー ト工 作,オ ングル海峡 での各 層CTD測 定,
採水,電 磁 流速 計 観測 等実 施 した.
基 地 の人 口が,S16へ の棲 回収,融 解装 置の試
験,西 オ ン グル テ レメー タ点検 等 で屋 外 に出 る こ
とが 多 くな り25名 にな る 日が あ った.こ の こ と
は,内 陸旅行 隊 の出発 後の 人口 に相 当 し,今 後 の
基地 生 活の 様子 を うかが うよい機会 となった.
にぎやかなミ ッ ドウィンター祭
南 極 月 別 気 象 状 況(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Station)
・1働気 温(Meantemp .)　(°C)
最 高 気 温 〔Max.temp,)(℃)
最 低 気 温(Min.temp.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Meanpressure,
　 sea|evel)　(hPa)
平 均 蒸 気 圧 　(Mean　vapour
　 pressure)　(hPa)
'r・均 相 対 湿 度(Meanrelative
humidiしy)(%)
平 均 風 速(Meanwindspeed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分 間 平 均(Max.
windspeed,10-min.mean)　(m/s)
最 大 瞬 間 風 速(Gust)　 (m/s)
1物 要 最(Meancloudcover)
快 晴 日数(Numberofcleardays)
昭和基地(Syowa:89532)
6月(Jun.)
-14.1
-2 .7(4.5日)
-22 ,8(29日)
980.6
1.5
63
7.9
46.4(5日,　ENE)
54.8(5日,NE)
6.0
4
7月(JuL)
-16 .4
-4 .2(1日)
-31 .7(20日)
98L8
1.3
69
6.1
26.8(ll日,　ENE)
32.4(11H,NE)
7,6
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【極地豆事典】
南極海の流れを測る
世界 の海の約1割 は寒冷 な海氷域 であ る.
特 に南極海 は北大西洋北 部 と共 に,海 洋深層
循環 の担い手 と言 われる.南 緯65度付近の南
極発散域 では,北 大西洋深層水 を起 源 とす る
周極 深層水が湧昇 してい る.南 極大 陸沿岸で
は海氷生成 によるブライ ン(濃 縮海水)排 出
で高塩分化 した低 温の陸棚水 が,周 極深層水
と混合 して重 い水 を形成する.こ の水 は南極
底層水 と呼 ばれ,海 底斜 面を流れ下 り,深 層
流 としてイ ン ド洋 や太平洋へ広が ってい くと
考 えられている.大 気 と比べ てゆっ くりと流
れる深層循環 は,気 候変化の ような時空間ス
ケールの大 きな現象 に重要 な役割を果たす.水
温 や塩分,化 学成分 だけでな く,流 れを実測
するこ とが,海 洋循環の実態,熱 ・物質輸送
の理解につながる.
海 の流 れ を直接 観 測 す る方 法 には,大 き く
分 け て二 つ あ る.一 つ は海 底 に沈 め た錘 と連
結 した ロ ープ に流 速 計 と浮力 球 を取 り付 けて
立 ち上 げ る 「係 留 シス テ ム」 で,あ る地 点 の
流 れ を連続 的 に測 る.数 か月 か ら1年 間 の観
測 後,船 上 か らの 超音 波 信 号 で,シ ステ ム を
錘 か ら切 り離 して浮上 させ,回 収 する(写 真).
も う一 つ は 海水 と共 に漂 流 して い くブ イを
追跡 す る方法 で あ る.ブ イ の位 置 は
人工 衛 星 で計 測 され,地 上 受 信 局 に
110E≡115E420E送 られ る(ア ルゴス シス テム).海 面
を 漂 う ブ イ の 他 に,水 深500～
2000mを漂流 す る 中層 フロ ー トもあ
る.こ れ は予 め 設定 した深 さ(密 度
層)で 中立す る フロ ー トが一 定 時 間
毎 に浮上 して,衛 星 にデ ー タ送信 し
た後,再 び沈 降 して漂 流 を繰 り返す
もの であ る.海 水 の動 きその もの を
追跡 で きるブ イや フ ロー トを多 数展
開 す る こ とに よって,流 れの 空 間分
布 を知 る こ とが で きる.ウ ィ ル クス
ラ ン ド沖 で,1500mの深 さを漂流 す
る 中 層 フ ロ ー ト が,平 均 流 速
2　kmldayの流 れ を捉 えた(図).
「しらせ」 航路上 で も,係 留 システ
ム,表 面 ブイ,中 層 フ ロー トに よる
南極 周 極 流 や南極 発 散域 の観 測 が継
続 され てい る.現 地観 測 プ ラ ッ トフ
ォームが 少 な い南 極 の海 洋循 環像 を
1gg7年3月～1gg8年3月の中層フロ_トの漸 軌跡 確 立 す る ため に,各 国が協 力 して観
(28日毎1こ浮上した位置の変化)測 や デー タベ ース化 を進 めて いる .
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